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課題
演習

建築・デザイン学科

建築構造に対する理解は、概ね達成できたと思われる。

必修科目（建築工学コース）／必修科目（建築コース）／―（デザインコース）

奥野　賢二

構造力学、鉄筋コンクリート、鋼構造など構造系のカリキュラムの集大成であり構造設計行為に必要な知識の集
約や工学的判断のほか、施工上の問題を取り入れながら構造設計への道筋を修得する。そのために、構造設計
の基本方針の具体例、想定すべき荷重の評価と計算例、応力計算手法の評価と計算例、構造図の見方と表現法
など、演習を主体とした内容が理解できるようになることを目標とする。

 第　１回　４月１０日：導入講義：授業の進め方と概要の説明、成績評価法
 第　２回　４月１７日：長期荷重（固定荷重・積載荷重）の計算方法
 第　３回　４月２４日：梁の荷重項・柱軸力
 第　４回　５月１日　：地震荷重
 第　５回　５月４日　：鉛直時応力計算１
 第　６回　５月１５日：鉛直時応力計算２
 第　７回　５月２２日：地震時応力１
 第　８回　５月２９日：地震時応力２
 第　９回　６月５日　：大梁断面設計１
 第１０回　６月１２日：大梁断面設計２
 第１１回　６月１９日：柱断面設計１
 第１２回　６月２６日：柱断面設計２
 第１３回　７月３日　：構造図作成１
 第１４回　７月１０日：構造図作成２
 第１５回　７月１７日：構造図作成３

実技

建築構造に対する興味を引き出せる内容とする必要がある。
来年度はもう少し構造図の作成時間を増やしたい。

演習内容が難しいとの意見があるが、建築技術者としては最低限必要な知識であると考えている。

２０１３年度　前期 リフレクションペーパー

熱心に取り組んでいる学生にとっては建築構造に対する理解の大きな助けとなっていると思われるが、一部の学
生は他の学生の結果を鵜呑みにするだけとなっている。

構造設計及び演習Ⅰ

専門科目

部外評価
プレゼンテーション

 


